




 

I.喘息児の気道過敏性と運動誘発喘息 

a)気道過敏性(表 1) 

  喘息の発症には reagin 生成能の亢進と chemical me-diator に対する気道過

敏性が重要である。今回 metha-choline 吸入時の PFR の変化から,過敏性の存在

を判定した。 

  対象は発作抑制にしばしばステロイド剤が投与され,現今の免疫学的根治療

法の効果が全くないか,あるいは発作の為十分に実施できない難治喘息 26 例,

通年型喘息、30 例,季節型喘息 50 例及び最近 1年～7年間に亘り発作が全くな

い緩解例 24 例について検索を加えた。結果は表 1に示す通りである。即ち過敏

性は難治性喘息児,通年型喘息児,季節性喘息児の順に吸入後の減少率が低下す

る。 


